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利
用
し
や
す
い
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に

質
　
問

　

総
合
斎
苑
の
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
の
初
七
日
の
時
間
が
1
時
間
で

短
い
と
い
う
声
が
あ
る
。
家
族
葬

な
ど
ホ
ー
ル
の
半
分
を
利
用
し
た

場
合
で
も
、
料
金
は
全
部
を
使
っ

介
護
保
険
料
の
値
上
げ
を
抑
え
よ

下 村 一 郎 議員

質
　
問

　

現
在
の
市
の
介
護
保
険
料
は
平

均
月
3
千
850
円
。
厚
労
省
の
試
算

だ
と
、
月
1
千
円
程
度
上
が
る
と

言
っ
て
い
る
。
年
間
1
万
2
千
円

も
上
が
り
6
万
円
近
く
に
な
る
。

こ
れ
は
国
民
年
金
の
満
額
支
給
の

金
額
と
同
じ
程
度
だ
。
こ
れ
で
は

介
護
保
険
料
が
払
え
な
く
な
る
。

積
立
金
を
崩
し
て
値
上
げ
を
抑
え

て
は
。

福
祉
部
長

　

保
険
料
の
抑
制
に
努
め
た
い
。

質
　
問

　

低
所
得
者
の
介
護
保
険
料
の
1

段
階
及
び
2
段
階
の
保
険
料
は
、

年
間
で
2
万
3
千
100
円
。
一
方
、

9
段
階
の
所
得
が
500
万
円
以
上
の

方
は
8
万
800
円
。
所
得
が
な
い
人

の
保
険
料
の
わ
ず
か
3.5
倍
。

　

刈
谷
市
は
、
1
段
階
が
基
準
額

の
0.1
倍
で
年
間
4
千
440
円
。

　

愛
西
市
の
1
段
階
は
0.5
倍
で

2
万
3
千
円
。
刈
谷
市
の
2
段
階

は
0.35
倍
と
安
い
。
低
所
得
者
に
配

慮
す
る
な
ら
、
せ
め
て
刈
谷
市
並

に
下
げ
る
べ
き
だ
。

　

ま
た
、
保
険
料
段
階
の
5
段
階

以
下
は
収
入
で
課
税
。
5
段
階
以

上
は
所
得
で
課
税
。
相
対
的
に
低

所
得
者
が
重
く
な
っ
て
い
る
の

で
は
。

福
祉
部
長

　

課
税
は
年
金
収
入
と
い
う
こ
と

で
や
っ
て
い
る
が
、
市
民
税
非
課

税
世
帯
は
所
得
ゼ
ロ
に
な
る
の

で
、
低
収
入
の
人
に
は
、
収
入
の

基
準
を
持
っ
て
き
た
も
の
だ
。　

質
　
問

　

所
得
1
千
万
円
以
上
が
42
人
い

る
。
収
入
基
準
を
津
島
市
並
み
の

1
千
万
円
以
上
か
渋
谷
区
並
み

の
1
千
500
万
円
以
上
に
し
て
、
高

所
得
者
に
も
応
分
の
負
担
を
求
め

て
は
。

福
祉
部
長

　

方
向
は
下
村
議
員
と
同
じ
だ
と

思
っ
て
い
る
が
、
地
域
事
情
を
見

て
結
論
を
出
す
。

質
　
問
　

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
待
機
者

が
133
人
。
待
機
者
の
解
消
が
で
き

る
の
か
。

福
祉
部
長

　

海
部
津
島
の
圏
域
で
整
備
を
す

る
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
80

床
、
老
人
保
健
施
設
は
39
床
の
枠

が
あ
る
。
認
知
症
の
方
が
入
所
す

る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
現
在
八

開
地
区
で
18
人
を
整
備
中
。

質
　
問
　

　

あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
料
金

表
を
見
た
が
、
15
万
円
程
度
は
か

か
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

特
養
は
、
低
所
得
者
の
減
免
制

度
が
あ
る
が
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

は
な
い
。
市
で
独
自
の
援
助
制
度

を
つ
く
っ
て
は
。

福
祉
部
長

　

援
助
制
度
は
難
し
い
。

た
の
と
同
じ
8
万
円
は
高
す
ぎ
る

の
で
引
き
下
げ
て
は
。

市
民
生
活
部
長

　

も
う
し
ば
ら
く
時
間
を
ほ
し

い
。
半
分
利
用
に
つ
い
て
の
料
金

の
引
き
下
げ
は
で
き
な
い
。


